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６．実施経過：（継続中） 
兵庫県立大学高度産業技術研究所の電子蓄積リング「NewSUBARU」を用い、蓄積された 1GeV のエネ

ルギーを持つ電子ビームに正面からレーザー光を照射し、電子とレーザー光の光子にコンプトン散乱
させ光子を電子で反跳することにより数MeVから数十MeVのガンマ線をうるLCSガンマ線源を用いる。
このガンマ線源は新世代のガンマ線源で、準単色、エネルギー可変、高強度、高エミッタンス、低バ
ックグラウンド、高偏光率など様々な特徴を持ち、世界的にも競争力の高いガンマ線源である。
本研究ではこのガンマ線源を原子核の構造を研究するために用いる。原子核は核子（陽子と中性子）
が複数個高い密度に凝縮して存在し、その構造は核子が他の核子の作る平均場中を運動するとみなし
てシュレーディンガー方程式を解くことによりよく理解されることが知られている。しかしながら軽
い核、特に 6Li はその基底状態の波動関数が単一の核子ではなく、4He 原子核（α粒子）と 3H 原子核
（t 粒子）が核力により結合した状態であると考えるとよく理解できる。この構造をクラスター構造と
いう。近年大規模な核子の波動関数の理論計算により、6Li のような軽い核だけでなくより重い核でも
その励起状態にクラスター構造を持つことが予想されおり興味を持たれている。

７．研究成果： 
 「NewSUBARU」高エネルギーガンマ線ビームを自然同位体比（20Ne:90.48%, 21Ne:0.27%, 22Ne:9.25%）
を持つガス及び少量のイソブタンガスを放出荷電粒子を検出するガス検出機としての機能を併せ持っ
たアクティブな標的として照射し、光核分解反応により放出される荷電粒子を測定した。測定器は、
粒子の識別、運動エネルギー、放出方向を測定する機能を有しており、蓄積された光核分解反応事象
のデータを詳細に解析することが可能である。現在、実験により収集したデータを機械学習などの技
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術を応用し、多数のアルファ粒子(4He 核)へ崩壊する事象を選びだしている。  
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